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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等

年度 t-CO2

t-CO2

％ 3.00 ％

% ％

t-CO2

％ 0.49 ％

% 0.00 ％

t-CO2

％ 4.81 ％

% 0.00 ％

t-CO2

％ ％

% ％

削減率

削減率

排出原単位

排出原単位

削減率

排出原単位

排出量等の
増減理由

排出量等の
増減理由

非化石エネルギーの
使用割合

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

削減率

第１年度

第２年度

第３年度

2024

2023 年度

年度

温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

1．事業活動を通じて、エネルギー管理を行い環境保全に努めます。
２．重油をA重油をローサルファーA重油に変更し燃料使用量削減するよう努め、維持しております。

基準年度 基準排出量 4,617 基準原単位

排出量等の
増減理由

目標年度

温室効果ガスの
排出状況

削減率

排出量

排出量

削減率

排出量

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）   第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 ワタキューセイモア株式会社

事 業 所 の 名 称 ワタキューセイモア（株） 東北支店 仙台工場

事 業 所 の 所 在 地 仙台市青葉区上愛子上遠野原９－５１

主 た る 事 業 洗濯・理容・美容・浴場業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

条例第15条第1項に該当する一般事業者

目標排出量 4,478

温室効果ガスの
排出状況

及び削減目標
・

非化石エネルギー
の

使用割合目標

非化石エネルギーの
使用目標割合

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

-10.01

2022

削減率
2025 年度

5,079

目標原単位

削減率 3.01

2025 年度

コロナ禍後で生産量が増加したことにより、電気及び重油使用量が増え排出量が増加したが、一
部生産工程の見直しで原単位は減少した。

2024年度は前年対比で生産量が4.3％増加した事により、エネルギー使用量も増加しましたが、
生産計画の見直し等実施で、原単位は減少した。

非化石エネルギーの
使用割合

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石エネルギーの
使用割合

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

5,066

-9.73

0.5085

0.4932

0.506

0.484

（事業所等用）
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３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

％ 61 ％

％

％

％

基 本 対 策 の
実 施 状 況

基準年度

第１年度
実施状況の説

明等

工場でのスポットクーラーは、夏季使用前に業者による
点検、清掃を実施して機械の能力が損なわれないように
している。また、一部分のみでの工場稼働を減らす様稼
働調整を実施している。

第２年度
実施状況の説

明等

上記スポットクーラー対策の継続及び朝、夕方の一部の
機械稼働時に他の運転停止機械への蒸気送気停止、ま
た、昼休みも同。

63

目標年度57

第３年度
実施状況の説

明等

デマンド管理 実施済

57

項目 実施状況

ボイラーの運転効率管理 実施済

ボイラーの給水及びブローの管理 実施済

蒸気トラップの管理 実施済
選択対策の
実施状況

（事業所等用）
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その他地球温暖化を防止する対策の
実施

乾燥設備への送気温度上昇による重油削減。（遮熱カー
テン取り付けによる、周囲温度の昇温）

実施済

その他地球温暖化を防止する対策の
実施

洗濯処方（温度）見直しによる重油の削減 実施済

その他地球温暖化を防止する対策の
実施

洗濯処方（温水量）見直しによる重油の削減

具体的な取組内容 実施状況

その他地球温暖化を防止する対策の
実施

高効率のプレス仕上げ機器への変更による重油の削減 未実施

項目

実施済

その他の対策の
実施状況

（事業所等用）


